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学生各位 

 

 

令和５年度前期の授業実施について 

 

 

 旭川校危機対策室の方針に基づき、カリキュラム委員会で検討を重ねた結果、旭川校の

前期授業を次のとおり実施することといたしました。 

 

１．前期授業実施に関して 

◆対面授業と遠隔授業が混在する形での前期開講となるため、１・３・４・５講目に対

面授業を実施する場合は、課題等で補う等の工夫をして、１０分早く終了するように配

慮します。（２講目はお昼休みがあるので通常の１２時１０分まで行います） 

◆対面授業において、やむを得ない理由があり、対面授業を受けることができない（遠

隔授業を希望する）履修者については、柔軟に対応しますので、授業担当教員または学

生指導教員へご相談ください。  

◆履修登録確定後も学生及び教員の健康状態（身体的・精神的）や環境等様々な変化が

起こり得る状況であることから、開講方法が変更になる場合がありますので、予めご承

知おきください。 

 

２．履修登録について  

（１）次のとおり通常の履修登録期間及びスケジュールで行います。 

◆履修登録開始：令和５年４月１０日（月） 

 ◆履修登録期限：令和５年４月２１日（金）  

 

（２）履修登録票の提出について 

◆各自履修登録科目が確定次第、履修登録期限の４月２１日(金)までに、学生ホールで

配布する【履修科目登録票（令和５年度前期）】を、学生指導教員の承認(署名)を得たう

えで、学生ホールレポートボックスに提出してください。 

※新型肺炎に係るやむを得ない理由により大学へ来ることができず、学生指導教員と面

会できない学生については、必要な指導については遠隔で行いますので、後日学生指導

教員に提出してください。 

※「履修科目登録票」が提出できない場合でも、「教育支援総合システム（ＬＣＵ）」の登

録は期間内に必ず行ってください。 

◆令和４年度後期において「Ｆ＊」の評価を受けた学生で、前期に再試験登録を行う場

合は、学生ホールで配布する【履修科目登録票（Ｒ５前期 再試験用）】を、同じく４月

２１日(金)までに、学生指導教員の承認(署名)を得たうえで、学生ホールレポートボッ

クスに提出してください。（履修登録は後日教育支援グループで行いますので不要です） 
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３．授業開講に関する教員から学生への連絡について 

◆１回目の授業の連絡事項については、前期授業開始前の４月９日(日)までに、各授業

担当教員がシラバスの「備考」欄に掲載します。 

◆履修登録開始の４月１０日以降、各授業の連絡事項は「教育支援総合システム（ＬＣ

Ｕ）」の「授業参考情報」等に掲載されます。なお、各授業の「授業参考情報」等は、「教

育支援総合システム（ＬＣＵ）」での登録完了後に順次閲覧が可能となります。 

※全ての科目に連絡事項が掲載されるわけではありません。受講科目のシラバスは必ず

事前に確認し、不明な点等については、必要に応じて「個別質問」機能から授業担当教

員にお問合せください。 

◆「一般教室」以外の対面授業の教室（演習室・実験室等）については、各授業担当教員

からの連絡事項を確認してください。 

◆対面授業のうち、「一般教室」については、授業開始までに教室配当表を「教育支援総

合システム（ＬＣＵ）」のお知らせにて掲示しますので確認してください。 

※「密」状態を避けるため、学生ホールに印刷物の掲示は行いません。 

 

４．アクセスポイントについて 

 ◆アクセスポイントの提供は「自宅が遠方で講義ごとに大学との行き来が困難な学生」

や「ネット環境に著しい問題がある学生」等やむを得ない理由のある学生のために用意

されたものです。座席数に限りがありますので、ご理解とご協力をよろしくお願いしま

す。 

 ◆令和４年度後期までは、Ｌ３０１講義室をアクセスポイントとして提供していました

が、令和５年度前期からは、Ｌ３０１講義室を講義室として使用するため、替わりに福

利厚生施設２階をアクセスポイントとして利用し、混雑時は中央棟２階学生ホール（通

称パブリック）も活用してください。 

◆詳細は、別紙「福利厚生施設２階アクセスポイントの利用方法と注意点」にてご確認

ください。 

 

５．前期開講予定の教育フィールド科目（教育実践フィールド科目）について 

他の授業同様に感染対策等を考慮し、実施に関しては各専攻・分野や授業担当教員等の

判断により、訪問先との十分な連絡調整を行ったうえで決定します。実施可否を含む連絡・

調整のためにも、受講希望者は履修登録を行っていただきますが、実施内容の変更・中止

の可能性があることをご承知おきください。 

 

（令和５年２月９日 カリキュラム委員会） 


